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片 上　 宗 二 著 『 オ ー プ ン エ ン ド 化 に よ る 社 会 科 授 業 の 創 造 』
(明治図書, 1995)各1,960円
著者の片上宗二広島大学教授は，新しい社会授業像
の描き方はいろいろ試みられるべきであるが，いずれ
にしても「オープンエンドな社会科授業」という形で
しか描きにくいのではないかと，まず提案される。
その上で「社会科授業をオープンエンド化するとは
どういうことか？なぜ社会科授業はオープンエンド化
される必要があるのか？社会科授業をオープンエンド
化することでどんな効果が期待されるのか？社会科授
業をオープンエンド化するための手順と実際はどのよ
うであるか？」の問いを立てられ，順次答えていかれ
る。その結果が本書という訳である。
紙数の関係もあり，目次構成の骨格だけを，しかも
省略をお許しいただきながら以下に示そう。
Ｉ　 社会科授業をなぜオープンエンド化するのか
１　 オープンエンド化する必要性
２　有田和正氏の所論と実践の分析的検討
３　閉ざされている社会科授業の構造
（1）厂クイズ活用型」の場合
（2）厂ディベート型」の場合
（3）「概念理解型」の場合
（4）匚課題解決型」の場合
（5）厂新しい学力観」に立つ「問題解決型」の場合
皿　社会科授業はどうすればオープンエンド化できるか
（1）「クイズ活用型」の場合
（2）「ディベート型」の場合
（3）匚概念理解型」の場合
（4）「課題解決型」の場合
（5）厂新しい学力観」に立つ 匚問題解決型」の場合
Ⅲ　社会科授業をオープンエンド化するためのストラ
テジー
１　三つのレベルのオープンエンド化
２　オープンエンド化の四類型
３　思考の発展及び知識の成長と授業のオープンエ
ンド化
４　授業構成のストラテジー
Ⅳ　社会科授業におけるオープンエンド化 の実際例
１　小学校の社会科授業の場合
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２　中学校及び高等学校の社会科授業の場合
まず，Ｉでは，昨今なされている社会科授業 の大半
が３の（1）～（5）のいずれかに該当し， いずれもが子ども
の追求を閉ざして終わる傾向が強いものであることを
明らかにされる。次いでⅡでは，それらの授業事例を
そのまま用いて，オープンエンド化の方途を示される。
Ⅲでは，オープンエンド化のストラテージを社会科
授業構成論レベルで明らかにされ，Ⅳで，氏ご自身が
開発されてこられた授業事例を紹介されながらその具
体像，手順や方法などを提示されている。
先述の四つの問いが叙述全体を貫き，簡明かっ具体
的な説明であるため，平易に読み進むことが出来 る。
同時に，氏ならではの‘ こだわり ’も随所で気付か
される。それは一言で言えば 厂授業 のオープンエンド
化のためには，何よりも深い教材解釈が求められると
いう点に注意を払いたいのである」(P.  112) とい
う文言に代表されるこだわりである。私なりに表現さ
せていただけば，氏のオープ ンエンド化論は単なる小
手先，テクニックとしてのそれではなく，あくまでも
科学的社会認識育成にための教材解釈論や科学論，知
識論等とワン・セットになった，さらに言えばそのよ
うな教材解釈論，科学論，知識論自体が，我々，社会
科授業創造者に求めざるを得ないオープンエンド化論
だと言えるのではなかろうか。オープンエンド化に立
つ場合の社会科授業の重要な任務は 匚社会事象の『本
質』究明の難しさと楽しさをこどもに気づかせる」こ
とであるとの指摘は重い。(P.  25) もし，読者が こ
の点を看過するならば，氏が期待される‘ 果てしなき
探求者 ’としての子どもたちは生まれようもなかろう。
心したい指摘である。
最後に，若干の希望を。氏の提唱される社会科授業
構成論と概念探求社会科授業構成論との異同を理論的
レベルで解明していただきたい。例えば「調べたい問
題や疑問の湧きだし」 匚学習方法への気づき」 （ｐ.
102) などと言われる場合の「湧きだ し」 厂気づ き」
とはどのような理論的表現に換置可能なのかもぜひ御
教示いただきたい。私自身 も解明課題の一つと意識す
る箇所へ大胆に切り込まれた好著ゆえに。多くの方々
にぜひ一読を勧めたい。
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